
平成 30年度 大和市文化祭 一般公募展 

【 

絵
画
の
部 

】 
［ 
市 

長 

賞 

］ 

 

母
子
像
の
あ
る
街 

 
 
 

水
沼 

忠
七 

                 

（
講
評
） 

日
常
生
活
の
中
で
ふ
と
目
に
留
ま
っ
た
世
界
を
丁
寧
に
描
か 

れ
て
い
る
点
に
、
と
て
も
好
感
が
持
て
ま
し
た
。
市
井
の
人 

が
生
き
生
き
と
生
活
を
し
て
い
る
、
匂
い
や
郷
愁
も
感
じ
ら 

れ
る
力
作
で
す
。 

  

 

（
講
評
） 

作
品
の
大
き
さ
、
技
術
、
構
成
、
色
彩
、
大
変
上
手
く
い

っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
ど
こ
か
で
破
れ
が
出
て
き
て
も

良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
感
情
の
破
れ
が
実
風

景
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

       

  

 

（
講
評
） 

様
々
な
登
山
道
具
が
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置

さ
れ
て
、
画
面
も
カ
ラ
フ
ル
で
す
。
赤
い
リ
ュ

ッ
ク
と
登
山
靴
が
大
好
き
な
趣
味
の
世
界
を

物
語
っ
て
い
て
、
心
な
ご
む
世
界
を
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。 

   

［ 

議 

長 

賞 

］ 

北
の
原
野 

 
 
 

岡
山 

弘 

             ［ 

教 

育 

長 

賞 

］ 

 

た
の
し
み 

 
 
 

鈴
木 

徹 



平成 30年度 大和市文化祭 一般公募展 

【 

書
の
部 

】 
［ 
市 

長 

賞 

］ 

 

五
字
句 

 
 
 

松
井 

昭 

     

（
講
評
） 

羊
毛
質
を
巧
み
に
操
り
、
肥
痩
の
あ
る
し
な
や
か
で
表
現
豊
か
な
作
品
で
す
。 

空
間
の
取
り
方
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。
さ
ら
に
大
小
の
表
現
を
取
り
入
れ
た 

作
品
も
見
て
み
た
い
と
感
じ
ま
す
。 

             

［ 

議 

長 

賞 

］ 

乘
雲
步
虛 

 
 
 

長 

巨
琇 

       

（
講
評
） 

作
品
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
、
明
る
さ
も
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
線
の
強
さ
、
キ
レ
が
さ
ら
に
増
す
と
、

よ
り
作
品
の
良
さ
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。 

 

［ 

教 

育 

長 

賞 

］ 

劉
懐
民
墓
誌
銘 

 
 
 

亀
田 

英
舟 

      
（
講
評
） 

六
朝
時
代
の
墓
誌
銘
を
素
材
に
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
作
品
の
中
に
盛
り
込
み
、

現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
均
整
の
取
れ
た
す
っ
き
り
と
明
る
い
作
品
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

  



平成 30年度 大和市文化祭 一般公募展 

【 

写
真
の
部 

】 
 

［ 

市 
長 

賞 

］ 

 

１
秒
の
戦
い 

 
 

山
岸 

協
子 

           

（
講
評
） 

響
き
わ
た
る
エ
ン
ジ
ン
音
と
土
煙
が
立
ち
こ
め
る
中
、
画
面
い
っ
ぱ 

い
に
５
台
の
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
上
手
に
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
、 

と
て
も
迫
力
あ
る
一
瞬
を
切
り
取
っ
て
い
ま
す
。
少
し
も
気
が
抜
け 

な
い
戦
士
た
ち
の
息
遣
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
力
強
い
作
品
で
す
。 

     

  

 

（
講
評
） 

サ
ル
の
親
子
の
愛
情
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で

す
。
光
の
具
合
も
良
く
、
背
景
を
黒
く
し
た
の
も
良
い
の

で
す
が
、
雄
ザ
ル
の
縁
取
り
を
も
う
少
し
丁
寧
に
さ
れ

る
と
完
成
度
が
高
い
作
品
に
な
り
ま
す
。 

       

  

 

（
講
評
） 

花
が
咲
き
終
わ
り
、
白
い
種
子
が
風

に
吹
か
れ
て
、
今
に
も
飛
び
た
し
そ

う
な
爽
や
か
さ
を
感
じ
る
作
品
で

す
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
感
じ
ら
れ
、

写
真
に
取
り
組
む
意
欲
を
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。 

  

［ 

議 

長 

賞 

］ 

家
族 

 
 
 

古
谷 

久
夫 

             ［ 

教 

育 

長 

賞 

］ 

 

旅
立
ち
の
風
を
待
つ 

 
 
 

山
岸 

大
八 


